
2019年3月期第3四半期決算説明資料
2019年2月



1

内容

2019年3月期 第3四半期決算報告 P.2

2019年3月期 連結業績予想の据え置き及び配当予想の修正 P.8
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2019年3月期第3四半期決算報告



連結損益計算書

※のれん償却前営業利益とは、企業買収によって生じるのれんの償却額を除外して算出される営業利益。

（単位：百万円）
2018/3期

3Q
2019/3期

3Q
対前期比
増減額

主要な変動要因

売上高 49,037 56,577 7,540 エネルギー事業（石炭販売分野）における
石炭価格の上昇

営業利益
（のれん償却前営業利益）※

811
（1,210）

3,602
（4,001）

2,791
（2,790）

エネルギー事業（石炭生産分野）における
石炭価格の上昇

経常利益 1,066 4,215 3,149 為替差益2億15百万円
（前年同期は為替差損21百万円）

親会社株主
四半期純利益

735 2,806 2,071
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連結セグメント情報

 エネルギー事業 石炭販売分野、石炭生産分野、再生可能エネルギー分野

 生活関連事業 電子部品分野、飲食用資材分野、衣料品分野、施設運営受託分野、介護分野

事業名

(単位：百万円)
2018/3期

3Q
2019/3期

3Q
対前期比較

増減額

エネルギー 33,733 42,126 8,392

生活関連 13,975 13,422 ▲552

その他 1,259 984 ▲275

調整額 69 43 ▲25

合計 49,037 56,577 7,540

【売上高】 【セグメント利益】

※売上高は、セグメント間取引消去前の売上高を表示しております。

※「その他」は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び港湾事業等を含んでおります。

※エネルギー事業におけるセグメント利益には持分法投資損益（2018/3期3Q ▲13百万円、2019/3期3Q 150百万円）が含まれております。

※売上高の調整額は、全社資産の賃貸収入等であります。セグメント利益の調整額は、持分法投資損益、各報告セグメントに配分していない全社収益・全社費用等であります。
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事業名

(単位：百万円)
2018/3期

3Q
2019/3期

3Q
対前期比較

増減額

エネルギー

(のれん償却前)
556

（609）
3,555

（3,608）
2,999

（2,998）

生活関連

(のれん償却前)
971

（1,317）
1,027

（1,373）
56

（56）

その他 113 63 ▲50

調整額 ▲830 ▲1,044 ▲214

合計

(のれん償却前)
811

（1,210）
3,602

（4,001）
2,791

（2,790）



エネルギー事業の内訳

(単位：百万円)

2018/3期

3Q

2019/3期

3Q

対前期比較

増減額

石炭販売分野

販売数量

31,036
315万ﾄﾝ

38,932
313万ﾄﾝ

7,895
▲2万ﾄﾝ

石炭生産分野

販売数量

8,335
79万ﾄﾝ

11,916
96万ﾄﾝ

3,580
17万ﾄﾝ

再生可能

エネルギー分野
268 270 1

調整額 ▲5,907 ▲8,991 ▲3,084

合計 33,733 42,126 8,392

(単位：百万円)

2018/3期

3Q

2019/3期

3Q

対前期比較

増減額

石炭販売分野 140 156 15

石炭生産分野
（内、持分法投資損益）

283
（▲13）

3,254
（150）

2,971
（164）

再生可能

エネルギー分野
132 144 12

調整額 － － －

合計 556 3,555 2,999

【売上高】 【利益】

主要指標 2018/3期 3Q実績 2019/3期 3Q実績 差額

石炭販売分野
(4～12月決算)

石炭輸入販売平均価格 9,849円 12,440円 2,591円

為替 US$ / 円 （平均レート） 111.77円 112.64円 円安 0.87円

石炭生産分野
(1～9月決算)

石炭平均価格 一般炭 US$ 87.04 US$ 105.25 US$ 18.21

石炭平均価格 非微粘結炭 US$ 143.62 US$ 146.58 US$ 2.96

為替 A$ / US$ （平均レート） US$ 0.7728 US$ 0.7506 豪ドル安 US$ ▲0.0222

為替 A$ / 円 （平均レート） 85.77円 83.09円 円高 ▲2.68円

※調整額には分野間での取引高等が含まれております。

 石炭販売分野 売上高： 石炭価格の上昇などにより増収

 石炭生産分野 売上高： 石炭価格の上昇及び石炭販売数量の増加などにより増収

利益： 石炭価格の上昇などにより増益
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連結貸借対照表①
2018/3月末 2018/12月末

金額

(百万円)

構成
比

(％)

金額

(百万円)

構成
比

(％)

増減額

(百万円)

主な増減要因

流動資産 26,984 46.3 27,691 47.8 706 現金及び預金+783、棚卸資産+279、
売上債権▲538

固定資産 31,298 53.7 30,233 52.2 ▲1,064 有形固定資産▲1,446、無形固定資産▲595
長期預金+1,244

資産合計 58,282 100.0 57,924 100.0 ▲357

流動負債 11,196 19.2 10,842 18.7 ▲354 短期借入金▲988、仕入債務+499

固定負債 13,511 23.2 12,712 22.0 ▲798 長期借入金▲617、長期リース債務▲130

負債合計 24,707 42.4 23,554 40.7 ▲1,152

純資産合計 33,574 57.6 34,370 59.3 795 親会社株主四半期純利益+2,806
為替換算調整勘定▲1,212、支払配当▲522

負債・純資産合計 58,282 100.0 57,924 100.0 ▲357

2018/3月末 2018/12月末

現金及び預金
（長期預金含む）

16,600 18,627

借入金 (社債含む) ▲13,229 ▲11,612

ネット現預金 3,370 7,014

《経営指標》

自己資本比率 （％） 57.6 59.3

Ｄ／Ｅレシオ （倍） 0.48 0.40
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連結貸借対照表②
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流動資産 277億

固定資産 302億

流動負債 108億

固定負債 127億

純 資 産 344億

総 資 産 579億 負債・純資産 579億

・現預金 174億
・売上債権 65億
・棚卸資産 27億

・有形固定 176億
(建物・機械等) (81億)
(土地) (77億)
(リース) (15億)

・無形固定 72億

・有価証券 26億

（のれん） （61億）

・仕入債務 31億
・短期借入 33億

・長期借入 83億
・リース 14億

自己資本比率

59.3%

高い自己資本比率

59.3%

実質無借金

強固な

財務基盤
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2019年3月期
連結業績予想の据え置き及び配当予想の修正



2019年3月期
連結業績予想の据え置き及び配当予想の修正

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値とは異なる結果になる可能性があります。

今後、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示する予定でございます。

（単位：億円）
2019/３期
通期(予想)

売上高 760

営業利益
（のれん償却前営業利益）

48
（53）

経常利益 54

親会社株主四半期純利益 17
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 2019年3月期の連結業績予想（2018年11月９日開示）を据え置いております。

足元の石炭スポット価格・為替レートは予想と大きな乖離はなく、概ね予想通り推移する事

が見込まれます。

 2019年3月期の配当予想につきましては、今期の業績予想及び配当性向等を総合的に

勘案した結果、10円増配し、50円予想へ上方修正することと致します。

1株当たり配当予想（年間） 50円
（当初予想40円）
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本資料の将来の業績に関わる記述等については、将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を内包す

るものです。将来の業績は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、変化する可能性があることにご留意下さ

い。従いまして、本情報及び資料の利用は、他の方法により入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によっ

て行なってください。また本資料の利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切の責任を負いません。

＜IR問い合わせ先＞ 総務部・経営企画部 TEL 092-771-2171
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